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I はじめに

この調査は、神奈川県土木部小田原土木事務所の依頼

により、大涌谷地すべり対策調査の一環として温泉地学

研究所が実施したものである。調査は昭和53年度から開

始され、昭和53年度は大涌谷一旧神山登山道に沿う噴気

地帯の活動状況と、大涌谷の水質に焦点をあわせて調査

をおこなった。昭和54年度の調査は、噴気地帯の活動状

況とその経年変化に焦点をあわせておこなった。

I 地中温度分布

調
―

を図 1に示す。調査地域は昭和53年度と同様

に、大涌沢上流部から大涌谷一旧神山登山道沿いに存在

する噴気地帯にかけての地域である。

Ж神奈川県箱根町湯本997 〒250-03
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噴気活動を調査するため、深度50mの地中温度を測定

し、その分布図を描いた。図2は昭和54年 5月 9,10日

に測定した地中温度分布図である。等温線は90℃ 、60℃ 、

30℃ 、20℃ の4段階に区分した。

1 旧登山道噴気地帯の経年変化

この地域の噴気地帯は昭和48年秋頃から活動を開始し

た。温泉地学研究所は災害防止の目的で、昭和50年度か

らこの地域の地温分布調査を実施し、噴気活動の経年変

化を追跡している。

等温分布表面積の経年変化 を表 1,図 3に 示す。表

1、 図3に よると、熱が主に水蒸気によって運ばれてく

ると考えられる90℃ 以上の占める面積は、昭和50年 4月

の 970r、 同年10月 の1,170nf、 51年の1,660nfと 拡大 し

ている。昭和52年には11970Jと 頂点に達し、それ以後は

昭和53年の1,402nf、 54年の1,0“Jと縮小している。20

℃以上の占める面積は昭和50年以後拡大し続け、昭和53

年に頂点に達したと推定される。その後、昭和54年 には縮

-1-



(ヽ
´

大    ヾ

:.ミ｀ 1000m

ヽ

沢

/1100

査/× b詢
|

200m

図 1 箱根大涌谷噴気地帯の日査地域
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日2 大涌沢上流部と神山量山道沿いの地中■度 (漂E50mD(197945月 9,10日 測D
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地 中 温 度 ∝ )

(深度50an)

面 積 (r)

1975年 4月 1975年 10月 1976年 5月 19771「 8月 1978年 6月 1979年 5月

90以 上

60 ～ 90

30 ～ 60

20 ～ 30

30以 上

20以 上

970

2240

1170

2600

1660

3240

1970

4608

1402

1258

1938

1106

4598

5704

1094

474

1001

1016

2569

3585

144

表 1 旧量山道噴気地帯  等温分布表面積の経年変化

日3 旧登山道噴気地帯 地中50輸深等温分布表面積
の経年変化

小している。地温の90C以上と20℃ 以上の占める面積が

頂点に達する時期の 1年間のずれは次のように考えられ

る。

地温90℃ 以上の所は、熱が主に水蒸気によって運ばれ

て来る。しかし、地温20～90に の所は主に熱伝導による

と見なし得る。したがって、90℃ 以上と20～ 90℃ の所に

熱が伝わるのに時間的ずれが生じたものと考えられる。

90℃ の等温線の経年変化を図 4に示す。図4に よると

90℃ 以上の占める範囲は北西部で縮小している。ボーリ

ング孔に近接する東側ではあまり変化していない。

以上のことから、当地域の噴気活動は昭和52年を頂点

とし、それ以後は衰退化しているといえる。

2 大涌沢上流部噴気地帯の経年変化

この地域の噴気活動は昭和51年当時は写真 1に示すよ

うにそれほど活発でなかった。又、噴気活動は写真2に

示すように大涌沢左岸斜面の下部でおこなわれていた。

昭和53、 54年になると写真 3、 4に示すように噴気孔

や亀裂が斜面上部に沢に平行に並んでいる。昭和51年当

時みられた噴気活動は現在みられない。

この原因は次のように考えられる。斜面が谷側に引張

られるので、亀裂が引張り方向に垂直に生じ、そこを通

って蒸気が噴出しているものと思われる。昭和51年 当時

みられた斜面下部の亀裂系は、上部からの荷重により閉

鎖されたものと考えられる。

この地域の地温分布調査は昭和53年度から開始した。

その結果を図 2お よび表2に示す。表2に よると90℃ 以

上の占める面積は、昭和53年の569nfか ら昭和54年の924

rと 62%も 拡大している。一方、60℃ 以上の占める面積

は2,229rか ら1,92姉 となっていてあまり変化していな

い。90℃ 以上の面積は拡大したが、60℃ 以上の面積はあ

まり変化していないので、噴気活動の盛衰を見極めるに

は更に時間をかけて見守っていく必要がある。

工 地中温度の連続観測

旧登山道噴気地帯の拡大、縮小、移動等の経過を調査

するため、噴気地帯およびその周辺において深度50mの

地中温度連続観測をおこなった。観測位置は図2に示し

てある。観測結果を表 3、 図6に示す。今回の資料は昭

和54年 3月 から昭和55年 1月 までのものである。なお参

考までに昨年度の観測結果を図5に示す。

NO.1、 島 .2、 NO.3、 No.4、 No.5お よびボーリング孔は

昭和53年度から引き続き観測を実施した。NO.1は 4月 で

観測を中止した。M.6は 7月 から観測を開始した。ボー

リング孔は噴気の温度である。

新登山道沿いに設置されたNo.4、 NO.5の地温変化は15

～25℃ の間にあり、8月 に最高温度を示している。この

地温変化は、気温に平行して変化している。この傾向は

昭和53年度の調査でもみられた。NO.4、 ヽ.5の地温は昭

和53年度とほぼ同程度と考えられる。

一方、90℃ 以上を示す地温分布内に設置した島 .2は 、

昭和53年度から54年 11月 まで95～ 98℃ の間にあったが、

11月 に急激に低下し、それ以後は90℃ 前後を保っている。

No.3は昭和53年から54年 4月 までは95℃ 以上であった

が、それ以後は90℃ 前後に低下し、11月 はさらに急激に

低下して現在では80に 前後になっている。

昭和54年 7月 から観測を開始した恥。6は、開始時は97.3

・ 温地研調査資料
・・昭和53年度調査費科

評
　
　
　
麺
〓
・１
〓

□
　
　
　
　
Ш

呻
卦

稀

且

可

900C(

-4-



大 澤 沢

‖00´
ヽ

ボーリング孔
だ 卜l、

｀
、ギヽヽ //ダ饉《

1105
、ヽ、)(ゝ

:Jlメ

無

‖0く
:

図4 旧登山道噴気地帯 地中50m深温度90℃ の等温線の経年変化

表2 大涌沢上流部噴気地帯 等温分布表面積の経年変化 中昭和53年度調査資料

地 中 温 度 (℃ )

(深度50m)

面 積 (nf)

1975年 4月 1975年10月 1976年 5月 1977年 8月  1 1978年 6月 1979年 5月

90以 上

60 ～ 90

30 ～ 60

20 -- 30

30以 上

20以 上

569

1660

924

1000

2521

2935

4445

7380

℃であったが、その後低下し続け11月 には76.駅〕になり、

その後は上昇に転じ、昭和55年 1月 には95.8℃ になって

いる。

ボーリング孔の噴気温度は、昭和53年 7月 に低下した

以外は昭和53年 から96～ 99℃ の範囲にあり、ほとんど変

化していない。

地中温度の連続観測の結果は、NO.2、 M.3が低下傾向

にある。

旧登山道噴気地帯の経年変化で述べたように、この地

域の噴気活動の範囲が縮小していることと、地中温度の

連続観測で温度が低下している箇所はあっても上昇して

いる箇所がないことをあわせて考えると、噴気活動は衰

退化していると考えられる。

V 大涌谷の降水量

昭和54年 1月 から12月 までの大涌谷 (箱根登山ロープ

-5-
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図5 旧量山道噴気地帯の地中温度連続観測 (1973.7～ 1979.a
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図6 旧登山道噴気地帯の地中温慶連続観測 (1979.3～ 1980.1)
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:℃

洸
(1979年 )

3月 23日 4月 25日 7月 3日 7月 25日 8月 27日 10月 16日 11月 15日 12月 11日 12月 25日
(1980年 )

1月 23日

NO.1

No.2

No.3

No.4

NO.5

No.6

ポー リング孔

気 温

24.5

98.2

96.5

13.5

16.5

7.3

20.5

98.1

97.2

14.5

18.0

97.2

15.9

20.3

94.0

91.0

21.0

24.0

90.5

22.0

25.9

87.3

97.1

98.6

89.5

16.2

22.0

84.6

97.8

87.5

81.0

12.4

18.1

76.8

96.5

91.1

84.5

9.7

17.2

88.1

97.7

91.6

85.0

10.0

16.7

81.9

98.5

89.4

81.2

5.5

9.8

95.8

98.7

2.3

表4 19794大涌谷降水量

表 3 旧量山道噴気地帯の地中温度連続観測

箱根ロープウエイ大涌谷駅資料

N 1 2 5 8

1

2

3

4

5 7

２

　

１３

２８

　

４ ６

１８

螂

６

７

８

９

１０

2

8

２

　

　

５５

25

120

11

12

13

14

15

２６

８８

２

16

2

5

8

19

11

14

6

５

　

３７

2

16

16

17

18

19

20

７

　

１４

５

１０

12

74

48

61

３６

・０２

２５

・０

35

115

186

３２

６

　

　

２

2

1
２０

　

２

　

　

１

４

５

１

４９

42

17

10

13

8

25

79

28

15

２５

　

　

２２

　

３

２６

２７

２８

２９

３０

７０

５

２

９

３０

６

１４

２５

９２

５．

５４

４８

１

　

・５

　

　

１

・７

　

　

・４

　

５

３３

５４

３２

２４

５

　

５０

計 154 157 364 358 299 226 438

(単位 :祠
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ウェイ大涌谷駅)の降水量を表4に示す。

表4に よると昭和54年の年間降水量は3,54711Elで ある。

この値は昭和40～昭痢53年の14年間の年平均降水量3,372

mnよ り175mm3い。

昭和54年は年間を通して平均して降雨があり、乾燥期

である1, 2月 にも1∞m以上の降雨があった。10月 に

降水量が多いのは台風20号によるものである。11月 の438

nunも 例年より多かった。

V まとめおよび謝辞

昭和48年の秋頃に出現した大涌谷―神山旧登山道沿い

の噴気活動は昭和52年 を頂点とし、それ以後は衰退化し

ているようにみえる。

一方、大涌沢上流部の噴気活動は地温分布状況の調査

を開始したのが昭和53年度であるため、活動の盛衰を論

じるまでには到っていない。

しかし、噴気活動は移動したり、一時的に停滞したり

するので、もっと広範囲な監視をおこなう必要がある。

今後は地表で観測される噴気の活動状況以外に、地下

から上昇してくる噴気の性質、地下水の賦存状態、生成

される粘土等の調査が必要である。

なお、箱根ロープウエイ大涌谷駅には貴重な降水量の

資料を提供していただいた。関係者の方々に厚くお礼申

しあげる。この調査は神奈川県土本部大涌谷地すべり対

策調査費でおこなった。
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写真１

大涌沢上流部の変質

帯（昭和51年５月28日

撮影）。

写真２

大涌沢上流部の噴気地帯。噴気活動は

主に斜面の下部でおこなわれている（昭和

51年５月28日撮影）。　写真3.    4と比較

せよ。



写真３　大涌沢上流部の噴気地帯。噴気活動は斜面の上部にみられ、下

部には存在しない（昭和54年５月10日撮影）。写真1 .   2と比較する

ると噴気の移動がわかる。

写真４　大涌沢上流部左岸の噴気地帯。沢に平行な亀裂系がみえる

(昭和54年５月10日撮影)。
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